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Sun Management Center 4.0 Version 2 
アドオンソフトウェアのリリースノート

本書は、Sun™ Management Center 4.0 Version 2 アドオンソフトウェアのリリース
ノート (Sun SPARC® Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー版) 
です。次の節で構成されています。 

■ 1 ページの「このリリースでの新機能」

■ 2 ページの「サポートされるプラットフォームと環境」

■ 3 ページの「推奨パッチ」

■ 3 ページの「マニュアル」

■ 4 ページの「アドオンソフトウェアの入手」

■ 4 ページの「既知の問題と回避方法」

このリリースでの新機能
Sun SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー用の Sun 
Management Center 4.0 Version 2 アドオンソフトウェアは、Sun SPARC Enterprise 
M3000 サーバーのサポートを追加する新規 (またはアップデート) リリースであり、
XCP 1080 が必要です。

x86 コンソールから SPARC エージェントプラットフォームを監視できるようにする
ため、x86 版のサーバー/コンソールパッケージが提供されています。x86 コンソー
ルのサポートは、コア Sun Management Center 4.0 以降にのみ含まれています。
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サポートされるプラットフォームと環境

サポートされるプラットフォーム

Sun Management Center 4.0 Version 2 アドオンソフトウェアは、次のシステムをサ
ポートしています。

■ Sun SPARC Enterprise M3000 サーバー

■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバー

■ Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバー

サポートされるソフトウェア

表 1 に、Sun Management Center 4.0 Version 2 アドオンソフトウェアに必要なソフ
トウェアの最低限のバージョンを一覧表示します。

表 1 ソフトウェアバージョンの最小要件

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

監視対象プラットフォーム ソフトウェアは XCP ファームウェアの一部として
プリインストールされます。Sun Management 
Center ソフトウェアのアップデートは、XCP 
ファームウェアイメージのアップデートに含まれて
います。

1080

監視対象ドメイン Solaris™ オペレーティングシステム

SunMC コアソフトウェア

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用の 
SunMC アドオンソフトウェア

10 11/06

4.0

4.0 Version 2

以下の両方 
• サーバーマシン

• ワークステーションまたは
共通ネットワークの場所 
(コンソールレイヤー)

Solaris オペレーティングシステム*

* Solaris オペレーティングシステムは、少なくとも「エンドユーザーシステムサポート」のディストリビューションである必要があります。 

8 2/04 
9 9/04 
10 11/06

Sun Management Center サーバーコアソフト
ウェア

4.0

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用の Sun 
Management Center アドオンソフトウェア 

4.0 Version 2
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推奨パッチ
使用しているプラットフォームで Sun Management Center 4.0 のコアアプリケー
ションおよびこのアドオンソフトウェア用に利用できる、Solaris ソフトウェアパッ
チおよび Sun Management Center パッチが提供されていることがあります。使用し
ているプラットフォームの製品ノートおよび『Sun Management Center ソフトウェ
アリリースノート』にも、必要なパッチおよび推奨されるパッチに関する情報が含ま
れていることがあります。

注 – Sun Management Center 4.0 ソフトウェアとこのアドオンをインストールする
前に、使用しているプラットフォームおよびオペレーティングシステムに必要なすべ
てのパッチをインストールしてください。

Sun とサービス契約を結んでいる場合は、次の場所からパッチをダウンロードでき
ます。

http://sunsolve.sun.com

マニュアル
本書は、『Sun Management Center 4.0 追補マニュアル Sun SPARC Enterprise サー
バー』(820-6906) に記載されている情報を補足するものです。 

Sun Management Center のマニュアルは次の場所から入手できます。 

http://www.sun.com/documentation 

関連するドキュメントの詳細は、『Sun Management Center 4.0 追補マニュアル 
Sun SPARC Enterprise サーバー』の「はじめに」を参照してください。 
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アドオンソフトウェアの入手
Sun Management Center ソフトウェアとこの Sun Management Center 4.0 Version 2 
アドオンソフトウェアは、次の場所からダウンロードすることができます。

http://www.sun.com/download

ソフトウェアのインストールについては、『Sun Management Center 4.0 追補マニュ
アル Sun SPARC Enterprise サーバー』を参照してください。

既知の問題と回避方法
この節では、本リリースにおける既知の問題について説明します。

全般的な機能 
使用しているサーバーでサポートされる機能の最新情報については、使用しているプ
ラットフォームの製品ノートを参照してください。
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Sun Management Center ソフトウェア
の問題と回避方法
表 2 に、Sun Management Center ソフトウェアの問題と可能な回避方法を一覧表示
します。

表 2 Sun Management Center の問題と回避方法

CR ID 説明 回避方法

6567937 SP が正常にフェイルオーバーした後、SunMC 
アラームが「アラーム」タブに表示されない。

テーブルを更新し正しいアラーム状態を表示す
るには、「アラームテーブルの再ロード」ボタ
ンをクリックしてください。 

6750818 Web コンソールに物理表示が表示されない。
これは、すべての Mx000 システム上の 
Domain Config Reader および Platform Admin 
Module で発生します。

Mx000 アドオンの物理表示を参照するに
は、Java™ Sun MC コンソールを使用して
ください。

6760340 M3000 サーバーがローカリゼーションファイル
で翻訳されていない。M3000 モデルを含むよう
に変更されたメッセージファイルは翻訳されて
いません。モデル情報を含む英語以外の言語
の一部のメッセージで M3000 モデルが表示さ
れません。

英語以外の言語では、M3000 モデルをシス
テムテーブルで確認できます。
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